
　源義経は、幼いころは、牛若丸とよば
れていました。牛若丸は、赤ちゃんのこ
ろ、平氏の大将の平清盛に、「７さいに
なると、寺に入れ」と言われ、お寺に入
りました。牛若丸は、何度も母に会おう
としましたが、母は清盛の近くにいます。
会おうと思えば会えるけど、そうすれば
母がこまるのは分かっていました。です
が、ある夜、変そうして母に会いに行き
ました。そこで弁慶に会い、牛若丸はお
そわれてしまいます。続きは、読んでみ
てください。

　この本は、中学に進んでまもな
く、学校に足がむかなくなった少
女まいが、初夏のひと月を、西の
魔女ことママのママ、つまりおば
あちゃんのもとで魔女の手ほどき
を受けるというはなしです。わた
しはこの本を読んで、人には必ず
心を休める場所がいるのだと思い
ました。主人公と同じ心境の人に
読んでもらえたらいいなと思いま
す。

　この本は、ガリバーという女の
子が仲良し3人組に、いつも悪い
ことをしたら先生に言うので、お
こってしかえしをしました。でも、
そのしかえしがとても悪いこと
だったので、ガリバーは泣いてし
まいます。そこでやっと3人はど
れほど悪いことをしたかがわかっ
て、あることをガリバーにしてあ
げます。この本は夏の話の本なの
で、夏休みにぴったりだと思いま
す。ぜひ、読んでみてください。
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須崎市に住む人、通
勤・通学する人でしたら、
だれでも無料で本を借りるこ
とができます。はじめて借りる
ときには、利用登録が必要です（小
学生以下は保護者が登録）。登録
には、学生証・運転免許証・
健康保険証などを持って
きてください。
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西古市町 6-15   ☎42・2141
開館時間　
午前8時30分～午後5時15分
休館日
月曜日・祝日
（月曜日が祝日の場合
火曜日も休館）

　須崎市には15名の子ども司書がいます。子ども司書
は、1年に40冊以上の本を読んでいて、学校で友だち
に読書の楽しさを伝える活躍をしています。
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日本で一番子どもたちが
本を読むまちをつくる会

会長　和田  耕造さん
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図書館には学校
にない本もたくさん
あり、毎月いろいろな新
刊も入っています。図書
館の中で読むこともでき
るし、借りて家で読む
こともできます。


